
調査研究

中
国
山
西
省
の
寺
院
と
文
化
財

―
二
〇
〇
九
年
度
山
西
省
調
査
か
ら
―

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
（
よ
し
だ
・
か
ず
ひ
こ
）

吉
田

一
彦

本

年

度

の
調

査

日
本

の
仏
教
を
考
究
す
る
際
、
そ

の
思

想
に
し
て
も
、
ま
た
仏
像

、
仏
画
、
建
築

と
い
っ
た
文
化
財

の
方
面

に
し
て
も
、
日

本

一
国

の
問
題
と
し
て
考

察
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
今
日
の
学

問
的
水
準
か
ら

す
る
な
ら
、
日
本

の
仏
教

を
ア
ジ
ア
東
部

の
仏
教
史
の
中
で
考
え
る
と
い
う
視
角
が

重
要
に
な
る
し
、
ア
ジ
ア
東
部

の
み
な
ら

ず
、
広
く
ア
ジ

ア
に
お
け
る
仏
教
の
歴
史

的
展
開
と
い
う
観
点
を
念

頭
に
お
い
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

私
た
ち
は
、
科
学
研
究

費
の
補
助
を
受

け
た
共
同
研
究

「仏
教
東

漸
お
よ
び
中
国

思
想
の
受
容
か
ら
見
た
聖
徳
太
子
信
仰
の

成
立
と
展
開
に
関
す
る
多
角
的
研
究
」

(基

盤
研
究

(B
)
、
研
究
代
表
者

中
部
大
学

教
授
大
山
誠

一
、
課
題
番

号
二
〇
三
二
〇

〇

一
七
、
平
成
二
〇
～
二

二
年
度
)
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、

二
〇
〇
九
年
度
、
中

国
山
西
省
の
寺
院
、
祠
廟

、
古
城
な
ど
の

調
査
を
行
な

っ
た
。
山
西
省
は
、
北
魏
以

来
の
仏
教
文
物
が
今
日
に
伝
来
す
る
地
で
、

多
く
の
研
究
素
材
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ

こ
で
は
、
今

回
の
調
査

の
概
要
と
、

二
、

三
の
注
目
点
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
調
査
対
象
地
を
以
下
に
列
記
し
て

お
く
。
調
査
期
間
は
二
〇
〇
九
年
九
月
九

日
～

一
六
日

(九
日
は
移
動
の
み
、

一
六

日
は
北
京
)

で
、
九
～

一
〇
日
は
大
同
、

一
一
～

一
二
日
は
五
臺
山
、
一
三

～

一
五

日
は
太
原
を
拠
点
に
調
査
を
実
施
し
た
。

一
〇
日

雲
岡
石
窟
、
観
音
堂
、
善
化

寺
、
華
厳
寺

(
周
囲
の
み
)
、

圓
通
寺

一
一
日

懸
空
寺
、
仏
宮
寺

(応
県
木

塔
)
、
浄
土
寺

一
二
日

五
臺
山
菩
薩
頂
、
顕
通
寺
、
塔

院
寺
、
殊
像
寺
、
北
臺
臺
頂
、

竹
林
寺

一
三
日

金
閣
寺
、
清
涼
寺
、
仏
光
寺
、

広
済
寺
、
南
禅
寺
、
永
祚

寺
(双

塔
寺
)

一
四
日

双
林
寺
、
平
遥
古
城

(城
壁
、

文

廟
、
城
隍
廟

、
清
虚
観

、

県
衙
)
、
鎮
国
寺
、

一
五
日

天
龍
山
石
窟
、
晋
祠
、
山
西

博
物
院
、
山
西
省
芸
術
博
物

館
用
(純
陽
宮
)
、
崇
善

寺
、

一
六
日

地
壇

(北
京
)

観

光

と
文

化

財

こ
れ
ら
の
中
に
は
、

一
般
の
見
学
者
、

参
拝
者
が
ほ
と
ん
ど
訪
れ
な
い
と
こ
ろ
も

少
な
く
な
か

っ
た
。
だ
が
、
多
く
の
観
光

客

で
混
雑

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。

特
に
、
雲
岡
石
窟
、
五
臺
山
、
平
遥
古
城

は
そ
う
だ

っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
貴
重
な
文

化
財
を
伝
え

る
史
跡

で
あ
る
と
同
時
に
、

内
外
の
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
観
光
地
で

も
あ

っ
た
。
中
国
は
、
現
在
、

ユ
ネ
ス

コ

の
世
界
文
化
遺
産

へ
の
登
録
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
平
遥
古
城
は

一
九
九
七
年
、
雲

岡
石
窟
は
二
〇
〇

一
年
、
五
臺

山
は
二
〇

〇
九
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

貴
重
な
歴
史
的
文
物
は
、
ま
た
人
々
の
心

を
感
動
さ
せ
る
力
を
持

つ
文
化
遺
産
と
い

う
側
面
を
持

つ
が
、
中
国
で
は
、
世
界
文

化
遺
産

へ
の
登
録
が
観
光
開
発
と
ス
ト
レ

ー
ト
に
結
び

つ
き
、
経
済
活
性
化
の
起
爆

剤

の

一
つ
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本

誌
前
号
で
は
、
「観
光
ま
ち
づ
く
り
の
国
際

比
較
」
が
特
集
さ
れ
た
が
、
山
西
省

の
あ

り
方
は
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点



か
ら
見

て
注
目
す
べ
き
と

こ
ろ
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。

か
い
さ
く

雲
岡
石
窟
は
、
北
魏
の
時
代
に
開
鑿
が

は
じ
め
ら
れ
た
著
名
な
石
窟
寺
院
で
、
こ

れ
ま
で
幾
度
と
な
く
あ

っ
た
廃
仏
の
危
機

を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
、
今
日

に
そ
の
貴
重
な

姿
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
内
外

の
見

学
者
が
訪
れ
て
い
た
が
、
特
に
国
内
か
ら

の
見
学
者
が
多
い
よ
う
で
、
熱
心
に
説
明

を
読
み
、
聞
き
し
て
い
る
様
子
が
印
象
的

で
あ

っ
た
。
平
遥
古
城
は
、
明
代
の
県
城

の
遺
跡
で
、
城
壁
が
現
存
し
、
城
内
に
は
、

文
廟
、
城
隍
廟
、
清
虚
観

、
県
衙
な
ど
を

伝
え
て
い
る
。
こ
こ
は
、
国
内
か
ら

の
観

光
客
の
み
な
ら
ず
、
外
国
か
ら
の
見
学
者

の
姿
が
目
立
ち
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
も
多
か

っ
た
。
五
臺
山
は
、
南
北
朝
時

代
以
来
の
仏
教

じ
ょ
う
じ
ん

聖
地
で
、
日
本
の
円
仁
、
成
尋
な
ど
が
訪

に
っ
と
う

ぐ

ほ
う

じ
ゅ
ん
れ
い

こ
う
き

さ
ん

れ
た
こ
と

(
『
入
唐
求
法

巡
礼
行
記
』
『参

て
ん
だ
い
ご

だ
い
さ
ん

き

天
台
五
臺
山
記
』
)
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

五
臺
山

の
寺
院
、
文
物
を
調
査
す
る
こ
と

は
、
今
回
の
調
査

の
主
要
な
目
的
の

一
つ

で
あ
り
、
円
仁
が
訪
れ
た
地
を
実
際
に
歩

く

こ
と
が
で
き
た

の
は
大

き
な
収
穫

で
あ

っ
た
。

こ
こ
も
、
世
界
文

化
遺
産
登
録
を

契
機
に
観
光
開
発
に
力
が
入
れ
ら
れ

て
お

り
、
内
外
の
参
拝
者
、
見
学
者

で
に
ぎ

わ

っ
て
い
た
。
五
臺
山
は
交

通
の
便
の
よ
く

な

い
と

こ
ろ
に
あ
る
が
、
現
在
、
高
速
道

路

の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
近
く
に
空
港
を

建
設
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

天

龍

山

石

窟

天
龍
山
石
窟
は
、
太
原
市
の
西
南
に
あ

る
天
龍
山
に
存
在
す
る
石
窟
で
、
東
魏
の

高
歓
と
、
そ

の
子
の
高
洋

(北
斉
の
初
代

の
文
宣
帝
)
に
よ

っ
て
開
鑿
が
は
じ
め
ら

れ
、
隋
唐
時
代

に
継
承
さ
れ
た
と

い
う
石

窟

で
あ
る
。

こ
こ
の
、
仏
像
、
仏
画
は
か

な
り
の
部
分
が
削
り
と
ら
れ
、
海
外
に
流

出
し
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
窟
に
よ

っ
て

は
部
分
的
に
残
存
す
る
も
の
も
あ
り
、
往

時

の
姿
を
し

の
ぶ

こ
と
が

で
き
る
。
天
龍

山
に
は
、
全
部

で
二
五
の
窟
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
第
二
、
第
三
窟
は
、
六
世
紀
中

頃

の
東
魏
末
期
～
北
斉
初
期
の
も
の
だ
と

い
う
。
第
三
窟
に
は
、
正
面
お
よ
び
左
右

に
三
尊
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
正
面

の
三

尊
像

の
中
尊
は
、
頭
部
を
失

っ
て
い
る
が
、

く
ん裙

(裳
)
の
裾
を
台
座
の
前
面
に
大
き
く

垂
ら
す
様
式
の
も
の
に
な

っ
て
お
り
、
ウ

ェ
ス
ト

の
と

こ
ろ
に
裙
の
帯
の
結
び
目
が

か
け

も

見
え
る
。
懸
裳

の
作
り
方
は
、
法
隆
寺
金

堂
釈
迦
三
尊
像

の
中
尊
や
薬
師
如
来
像
と

よ
く
似
て
い
る
。
正
面
の
三
尊
像
の
脇
侍

菩
薩
像
も
、
残
念
な
が
ら
頭
部
が
削
り
と

ら
れ
て
い
る
が
、
わ
ず

か
に
残
る
垂
髪
に

わ
ら
び
て

は
蕨
手
が
は

っ
き
り
と
見

て
と
れ
る
。
こ

れ
は
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像

の
脇
侍
菩

薩
像
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
に
よ
く
似
て

い
る
。
同
行
の
藤
井
由
紀
子
氏

(
一
橋
大

学
、
美
術
史
)
は
、
法
隆
寺
の
仏
像

の
様

式
は
、
従
来
、
北
魏

の
様
式
を
受
け
継
ぐ天龍山石窟 如来坐像



も

の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
む
し
ろ
東

魏
～
北
斉
の
様
式
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
す

る
べ
き
だ
と
説
明
し
て
く
れ
、

一
同
大
い

に
納
得
し
た
。

唐

、

遼

、

金

代

の
文

物

南
禅
寺
は
、
五
臺
山
を
車
で
南
に
下

っ

た
交
通
不
便

の
地
、
五
臺

県
東
冶
鎮
李
家

荘
村
に
あ

っ
た
。
寺
内
に
は
、
大
殿
が
ポ

ツ
リ
と
残
る
ば
か
り
だ
が
、
こ
れ
が
著
名

な
中
国
最
古

の
木
造
建
築

で
、
唐
代

の
建

物
だ
と

い
う
。
す
な
わ
ち
、
梁
架
題
記
の

「因
旧
名
時
大
唐
建
中
三
年
歳
次
壬
戌
月
居

戊
申
丙
寅
朔
庚
午
日
癸
未

時
重
修
殿
法
顕

等
謹
志
」
か
ら
、
唐

の
建

中
三
年

(七
八

二
)
に
再
建
さ
れ
た
建
物

だ
と
さ
れ

て
い

る
。
建
物
の
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

い
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
仏

堂
を
思
わ
せ
る

小
ぶ
り

の
も

の
で
、
間
口
、
奥
行
と
も
三

間

で
、
平
面
が
ほ
ぼ
正
方

形
の
建
物

で
あ

と

き
ょ
う

く
み
も
の

ま
る
た
る

き

る
。
斗
き
ょ
う
、
組
物
、
丸
垂
木
は
簡
素

で
あ

る
が
、
は
る
か
に
日
本
の
寺
院
建
築

の
源

流
を
思
わ
せ
る
風
格
が
あ
る
。
殿
内
に
は
、

中
央

の
釈
迦
如
来
像
を

は
じ
め
と
し
て
、

現
在

一
四
体

の
仏
像
が
並
ん
で
い
る

(
か

つ
て

一
七
体

の
仏
像
が
存
在
し
た
が
、

一

体
は
盗
難
に
遭

い
、
二
体
は
修
理
中
と
い

う
)
。
す
べ
て
木
心
塑
像
で
彩
色
が
ほ
ど
こ

さ
れ
て
お
り
、
唐
代
の
仏
像
だ

と
い
う
。

殿
内

に
柱
は
な
く
、
腰
の
高
さ
の
あ
た
り

ま

で
の
石
の
壇
が
あ
り
、
そ
の
上
に
仏
像

が
安
置
さ
れ
、
横
や
後
な
ど
周
囲
を
ま
わ

れ
る
作
り
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
五
臺
県
豆
村
鎮

の
仏
光
山
麓
に

あ
る
仏
光
寺
に
も
、
唐
代
の
建
築
、
仏
像
、

壁
画
、
石
造
物
が
現
存
し
て
い
る
。
同
寺

の
東
大
殿
は
、
唐
の
大
中
十

一
年

(八
五

七
)
の
建
物
で
あ
り
、
中
国
で
二
番
目
に

古

い
木
造
建
築

で
あ
る
。
東
大
殿
は
、
間

口
七
間
、
奥
行

四
間
の
建
物
で
、
会
昌
の

廃
仏
後
に
建
立
さ
れ
た
も

の
だ

と
い
う
。

殿
内

に
は
、
釈
迦
如
来
像
を
は
じ
め
と
し

て
三
五
体
の
唐
代
の
塑
像

(彩
塑
)
が
ず

ら
り
と
並
び
、
壮
観

で
あ
る
。
壁
画
も
あ

り
、
こ
れ
も
唐
代
の
も
の
で
あ
る
。
建
物

の
屋
根
を
見
る
と
、
丸
瓦
を
用

い
ず
、
平

瓦
を
上
下
に
交
互
に
組
み
合
わ
せ
た

「重

唇
板
瓦
」
な
る
様
式

に
な

っ
て
い
る
の
が

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

一
方
、
山
門

(章

駄
殿
)
を
入

っ
て
左
手
に
は
文
殊
殿
が
あ

る
。
こ
ち
ら
は
金
代

の
建
築
で
、
天
会
十

五
年

(
一
一
三
七
)

の
も

の
だ

と
い
う
。

こ
れ
の
屋
根
の
瓦
も
、
「重
唇
板
瓦
」
に
な

っ
て
い
る
。
殿
の
内
部
に
は
、
文
殊
菩
薩

像
を
は
じ
め
と
し
て
六
体
の
塑
像

(彩
塑
)

が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
金
代

の
も

の
だ
と
い

う
。
こ
こ
に
は
、
他

に
、
地
元

の
人
々
が

信
仰
し
て
い
る
と

い
う
黒
色
の

「竜
王
菩

薩
像
」
も
安
置
さ
れ
て
い
た
。
仏
光
寺
に

ぶ

っ
ち

ょ
う

そ
ん
し
ょ
う
だ

ら
に
と
う

は
、
ま
た
、
唐
代
の
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
幢

が

二
基
現
存
し
て
い
る
。

一
基
は
東
大
殿

の
前
に
あ
り
、
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
「奉

為

國
及
衆
生
造
佛
頂
だ

羅
尼
幢
」
と
は

じ
ま
り
、
「大
中
十

一
年
十
月
卅
□
建
造
」

の
文
言
が
判
読

で
き
る
。
東
大
殿
の
年
代

比
定

は
、
こ
の
銘
文
が
根
拠
の

一
つ
に
な

っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
う

一
基

は
、
山
門
を
入

っ
て
す
ぐ

の
参
道
の
右
側

天龍山石窟 菩薩像の垂髪(蕨 手)

南禅寺 大殿
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に
あ
り
、
こ
れ
に
も
銘
文

が
あ
る
。
そ
こ

に
、
「唐
乾
符
四
年
歳
次
丁
酉
七
月
庚
子
十

九
日
戊
午
建
造
立
畢
」
の
年
月
日
が
読
み

取
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、

こ
ち
ら
の
経
幢
は

乾
符
四
年

(八
七
七
)
の
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
者

に
は

「昭
義
軍

勝
願
寺
比
丘
尼
寳
嚴
先
發

願
於
臺
山
佛
光

寺
造
佛
頂
尊
勝
だ
羅
尼
石
幢

一
所
」
「同
建

造
石
幢
主
劔
南
東
川
盧
州
淨
義
縣
高
福
寺

比
丘
尼
寳

□
」
の
文
言
が
あ
り
、
後
者
に

も
、
「施
主
女
弟
子
李
氏
郎

君
靈
察
」
の
文

言
が
あ

っ
て
、
こ
の
二
基

が
女
性
と
仏
教

の
問
題
を
考
え
る
上

で
貴

重
な
史
料
に
な

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
幢
は
、
五
臺

山

の
文
化
圏
に
数
多
く
見
ら
れ
、
今
回
の

調
査
で
は
、
他
に
浄
土
寺

、
広
済
寺

で
実

見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
日
本

へ
の

影
響
は
今
後

の
研
究
課
題

に
な
り
う
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
中
国
の
仏
頂
尊
勝
陀
羅

尼
幢
に
関
す
る
近
年

の
研
究
に
、
劉
淑
芬

『滅
罪
与
度
亡
―

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
幢

之
研
究
』
(上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八

年
)
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
ま
た
、
著
名
な

「応

県
木
塔
」
を
実
見
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
、
大
同
市
の
南
約
七
二
キ

ロ
メ
ー

ト
ル
の
朔
州
市
応
県
に
あ
る
仏
宮
寺

の
釈

迦
塔
で
、
中
国
現
存
最
古

で
最
大
の
木
塔

で
あ
る
。
全
高
は
六
七

・
三
メ
ー
ト
ル
。

八
角
、
九
層
で
、
成
立
は
遼
の
清
寧

二
年

(
一
〇
五
六
)
。
斗
き
ょ
う
、
組
物
を
密
に
用
い

た
大
変
雄
大
な
塔
で
あ

っ
た
。

大
同
市
街
に
あ
る
善
化
寺
も
、
多
く
の

文
化
財
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
寺

は
、
も
と
は
普
恩
寺
と

い
っ
た
が
、
明
の

正
統
十
年

(
一
四
四
五
)、
寺
号
を
善
化
寺

に
改
め
た
と

い
う
。
普
恩
寺
は
、
遼
末
に

戦
禍
に
遭
い
、
金
初

に
修
復
、
再
建
さ
れ

た
と
い
う
。
山
門

(天
王
殿
)
を
入
る
と

三
聖
殿
が
あ
る
。
こ
れ
は
金
代
の
建
築
で
、

間

口
五
間
、
奥
行
四
間
で
、
斗
き
ょ
う
が
大
き

し
ゃ
き
ょ
う

く
立
派
で
あ

る
。

こ
の
斗
き
ょ
うは

「斜
き
ょ
う」

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
も
の
で
、
斜
め
に
そ

り
た
ち
、
花
が
開

い
た
よ
う
に
華
麗
に
見

え
る
。
殿
内
に
は
、
中
央

に
釈
迦
如
来
坐

像
が
安
置
さ
れ
、
脇
侍
像

二
体
を
従
え
て

い
る
。
そ
の
左
右
に
は
、
文
殊
菩
薩
坐
像
、

普
賢
菩
薩
坐
像
が
安
置
さ
れ
、
釈
迦
、
文

殊
、
普
賢
で
三
聖
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
は
金
代
の
仏
像
だ
と
い
う
。
ま
た
、

金
代
の
石
碑
で
あ
る

「大
金
西
京
大
普
恩

寺
重
修
大
殿
記
」
碑
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「大

定
十
六
年

丙
申
八
月
丁
酉
初

一
日
癸
酉
」

の
日
付
を
持
ち
、
大
定
十
六
年

(
一
一
七

六
)
に
至
る
ま
で
の
寺
の
歴
史
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
三
聖
殿
の
北
側

に
あ
る
大
雄
宝

殿
は
、
正
面
七
間
、
奥
行
五
間
の
ど
う
ど

う
た
る
建
物
で
、
遼
代
の
建
築
だ
と
い
う
。

殿

の
内
部
に
は
、
正
面
に
五
体

の
如
来
坐

像
が
安
置
さ
れ
、
中
央
の
盧
舎
那
仏

の
左

右
に
迦
葉
、
阿
南
が
、
ま
た
如
来
坐
像
と

如
来
坐
像
と
の
間
に

一
体
ず

つ
計
二
体
の

菩
薩
立
像
が
あ
る
。
殿
内

の
左
右

に
は
、

二
四
体

の
護
法
諸
天
像
が
ず
ら
り
と
並
び
、

壮
観
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
遼
代
の
仏
像

(金

代
と
す
る
説
も
あ
る
)
だ
と
い
う
。

村

の
院

鎮
国
寺
は
、
平
遥
古
城

の
東
北
約

一
二

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
晋
中
市
平
遥
県
か
く洞
村

に
あ
り
、
文
化
遺
産
と
し
て
の
平
遥
古
城

の
構
成
部
分
の

一
つ
と
し
て
、
古
城
、
双

林
寺
と
と
も
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ

て
い
る
。

こ
の
寺

の
万
仏
殿
は
、
南
禅

寺
大
殿
、
仏
光
寺
東
大
殿
に
続
く
年
代
の

も

の
で
、
梁
架
題
記

の

「維
大
漢
天
会
七

年
建
造
」
と

い
う
記
述
か
ら
、
五
代

の
北

漢

の
天
会
七
年

(九
六
三
)
の
建
物
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
万
仏
殿

も
南
禅
寺
大
殿
と
同
様
に
小
ぶ
り
の
も
の

で
、
間

口
、
奥
行
と
も
三
間
で
、
平
面
が

ほ
ぼ
正
方
形
の
建
物

で
あ
る
。
斗
き
ょ
う
は
風

格
あ
る
立
派
な
も
の
で
、
檐
が
よ
く
張
り

出
し
て
い
る
。

殿
内
に
は
、
中
央

の
釈
迦
如
来
像
を
は

じ
め
と
し
て

一
一
体

の
塑
像

(彩
塑
)
が

あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
建
物
と
同
じ
く
五
代



の
時
代
の
も

の
だ
と

い
う

。
殿
内

に
は
、

柱
は
な
く
、
腰
の
高
さ
あ
た
り
ま
で
の
壇

が
あ

っ
て
、
そ
の
上

に
仏

像
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。
天
井
を
見
上
げ

る
と
、
複
数
の

梁
架
題
記
が
見
て
と
れ
る
。
大
漢
の
天
会

七
年
の
も
の
は
、
残
念
な
が
ら
目
視
、
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
「大
金

天
徳
三
年
歳
次
辛
未
七
月

補
修
」
と
あ

る
も
の
、
「大
明
嘉
靖
十
九
年
歳
次
庚
子
二

月
補
修

〈
京
城
寺
改
寫

鎮
國
寺
〉
」
と
あ
る

も
の
、
「大
清
嘉
慶
二
十
年
歳
次
乙
亥
三
月

重
修
」
と
あ
る
も
の
な
ど
が
確
認

で
き

た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
金
の
天
徳
三
年

(
一
一

五

一
)、
明
の
嘉
靖
十
九
年

(
一
五
四
〇
)
、

清

の
嘉
慶
二
十
年

(
一
八

一
五
)
に
建
物

の
補
修
が
行
な
わ
れ
た

こ
と
、
嘉
靖
十
九

年
に
京
城
寺
か
ら
鎮
国
寺

に
寺
号
が
改
め

ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
か
く

同
村
院
主
僧

修
詮

〈
割

書
四
行
略
〉
村

衆

〈
以
下
人
名
略
〉
客
戸

(後
略
)
」
と
墨

書
さ
れ

て
い
る
も

の
が
あ

っ
た
の
が
注
目

さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、

「客
戸
」
以
下
の

部
分
を
十
分
に
判
読
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、

年
月
日
の
部
分
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
も

わ
か
ら
ず
、

い
つ
の
時
代

の
記
述
で
あ
る

の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
か
く同

村

の
村
院
の
院
主
の
僧
の
修
詮
と

い
う
記

述
は
大
変
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
寺
、
あ
る

い
は
こ
の
殿
が
、
村

の
院
と
し
て
機
能
し

て
い
た
時
代
が
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
院
主
の
僧
が

「村
衆
」

た
ち
の
協
力
を
得
て
、

こ
の
院
に
関
係
す

る
何
ら
か
の
事
業
を
行
な

っ
た
。
そ
の
記

録
が
梁
架

に
書
き
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
は
、

こ
の
墨
書
に
す

っ
か
り
目
を
奪
わ

れ
、
同
行
の
曾
根
正
人
氏

(就
実
大
、
仏

教
史
)
た
ち
と
、
『
日
本
霊
異
記
』
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
日
本
古
代
の
村
堂
に
し
て
も
、

あ
る
い
は
日
本

の
中
世
後
期
以
降
の
村
堂

に
し
て
も
、
日
本
だ
け
の
問
題
と
し
て
で

は
な
く
、
ア
ジ

ア
東
部
の
歴
史

の
中

で
考

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
現
地
で
語
り

あ

っ
た
。

寺

院

の
中

の
神

た
ち

山
西
省
の
寺
院
で
は
、
ま
た
、
伽
藍
の

守
護
神
と
し
て
ま

つ
ら
れ
る
伽
藍
神
た
ち

に
い
く

つ
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
日

本

の
神
仏
習
合

の
歴
史
や
特
質
を
解
明
す

る
に
は
、
中
国
で
展
開
し
た
神
仏
融
合
を

的
確
に
把
握
し

て
お
く
必
要
が
あ

る
が
、

伽
藍
神
は
中
国
の
神
仏
融
合
を
考
え
る
上

で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
に
な
る
。

山
西
省
の
寺
院
に
は
、
多
く

「伽
藍
殿
」

な
る
殿
が
あ
り
、
そ
こ
で
伽
藍
神
が
ま

つ

ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
平
遥
の
双
林

寺
に
は
、
山
門

(
天
王
殿
)
を
入

っ
て
す

ぐ
右
手
に
伽
藍
殿
が
あ
り
、
そ
こ
に
関
羽

(関
帝
)
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
伽
藍
神
と
し
て
関
羽
が
ま

つ
ら
れ
る

の
が
、
山
西
省
に
限
ら
ず
、
今

の
中
国
の

寺
院
の

一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
だ
と
思
わ
れ

る
。
双
林
寺
で
は
、
ま
た
、
伽
藍
殿

の
向

か

い
側
、
山
門
を
入

っ
て
左
手
に

「
土
地

殿
」
が
あ
り
、
そ

こ
で
土
地
神
が
ま

つ
ら

れ

て
い
る

(中
央
に
土
地
神
、
左
右
に
金

童
と
玉
女
)。
な
お
、
鎮
国
寺
も
、
山
門
を

入

っ
て
左
手
に
土
地
殿
が
あ
り
、
中
央
に

土
地
神
、
そ
の
左
右

に
玉
女
と
金
童
、
さ

ら
に
そ

の
左
右
に
判
官
と
牛
頭
が
ま

つ
ら

れ
て
い
る
。

五
臺
山
の
寺
院
は
ど
う
か
。
殊
像
寺
で

は
、
天
王
殿
を
入

っ
た
右
手
に
や
は
り
伽

藍
殿
が
あ
り
、
中
央

に
関
羽
、
そ
の
左
右

に
関
平
と
周
倉
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
塔
院
寺

で
は
、
天
王
殿
を
入

っ
た
右
手
に
伽
藍
殿
が
あ
る
の
は
同
様
で

あ
る
が
、
内
部
に
は
、
孤
独
長
者
、
祇
陀

太
子
、
波
斯
匿
王
が
ま

つ
ら
れ
、
そ
の
向

か

っ
て
右
方
に
関
羽
、
左
方
に
監
斎
菩
薩

が
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。
顕
通
寺

で
は
、
山

門
を
入

っ
て
右
手
に
や
は
り
伽
藍
殿
が
あ

り
、
内
部
に
は
、
現
在
、
施
主

(大
功
徳

的
施
主
)、
関
羽
な
ど
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
同
寺
の
寺
誌

(パ
ン
フ
レ
ッ
ト
)

で
あ
る

『顕
通
寺
』
(
一
九
八
五
年
)
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
は

「
現
今
伽
藍
殿
」
の
様
相

鎮国寺 万仏殿 梁架題記



で
あ
っ
て
、
か

つ
て

(「早
期
的
伽
藍
殿
」
)

は
、
中
央
に
波
斯
匿
王
、
左
右
に
祇
陀
太

子
、
給
孤
独
長
者
が
ま

つ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。

一
方
、
菩
薩
頂
で
は
、
天
王
殿
を

入

っ
た
右
手
に
あ
る
、
伽

藍
殿
に
あ
た
る

殿
は

「
金
剛
殿
」
と
い
う
名
称
に
な

っ
て

い
る
。
そ
の
扉
は
閉
ざ
さ

れ

て
い
た
が
、

案
内
板
に
よ
れ
ば
、
内
部
に
は
閻
魔
護
法
、

六
臂

大
黒
天
護
法
、
大
威

徳
金
剛
、
吉
祥

天
母
護
法
、
毘
沙
門
護
法

が
ま
つ
ら
れ
て

い
る
と
あ

っ
た
。

こ
れ
ら

の
寺
院
は
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
系
寺
院

で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

に
こ
う
し
た
伽
藍
神
が
ま

つ
ら
れ
て
い
る

の
は
大
変
興
味
深

い
。
な
お
、
五
臺
山
の

北
臺
臺
頂
に
は
、
近
年
、
寺
院
が
建
立
さ

れ
、
「無
垢
菩
薩
殿
」
と

い
う
殿
に
五
臺
山

独
自
の
五
体

の
文
殊
菩
薩

像
が
ま

つ
ら
れ

て
い
る
が
、
他
に

「広
済

龍
王
殿
」
な
る

殿
が
あ
り
、
龍
の
神

で
あ
る
龍
王
菩
薩
が

ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
龍
王
菩

薩
は
、
地
元
の

人
々
か
ら
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
恒
山
の
懸
空
寺

に
は
、
伽
藍
に

向
か
う
途
中
に
、
高
さ
数

十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な

「山
神
廟
」
が
あ
り
、

中
に
三
体
の
山
神

の
画
像

が
ま
つ
ら
れ
て

い
る
。
懸
空
寺
の
伽
藍
は
、
多
数
の
殿
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
仏
教

の
仏
菩
薩
ば
か
り
で
な
く
、
呂
洞
賓
な
ど

道
教
の
尊
格
が
ま

つ
ら
れ

て
お
り
、
「
三
教

殿
」
で
は
釈
迦
、
老
子
、
孔
子
が
ま

つ
ら

れ
、
「大
雄
宝
殿
」
で
も
中
央

の
三
聖
仏
の

左
右
に
老
子
と
関
羽
が
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。

面

然

大

士

山
西
省
の
寺
院
に
は
、
ま
た
、
「面
然
大

め
ん
ぜ
ん
た
い

士
」
が
多
く
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。
面
然
大

し

え
ん

く

士
と
は
、
面
然
餓
鬼
、
焔

口
餓
鬼
な
ど
と

も
よ
ば
れ
る
餓
鬼
で
、
青
面
狼
牙
の
奇
怪

な
姿
の
彫
刻
も
し
く
は
画
像
と
し
て
造
形

さ
れ

て
い
る
。
面
然
大
士
は
、
し
か
し
、

殿
内
で
ま
つ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
、

多
く
、
大
雄
宝
殿
も
し
く
は
そ
の
前
後
の

殿
の
前
面
、
基
壇
上
の
向
か

っ
て
左
手
に
、

横
向
き
に

(内
側
向
き
に
)、
数
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
～

一
メ
ー
ト
ル
前
後

の
龕
に
収

め

て
ま

つ
ら
れ
て
い
る

(浄
土
寺
、
殊
像

寺
、
竹
林
寺
、
金
閣
寺
、
清
涼
寺
、
崇
善

寺
)
。
た
だ
し
、
殿
の
向
か
っ
て
右
側
の
側

面

で
ま

つ
ら
れ

て
い
る
事
例

(顕
通
寺
)

や
、
天
王
殿
を
入

っ
て
す
ぐ
の
場
所
に
ま

つ
ら
れ
て
い
る
事
例

(圓
通
寺
)
も
あ
る
。

五
臺
山
の
竹
林
寺
を
訪
れ
た
時
は
、
夕

刻
の
法
要
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
儀
礼
は
、

蔵
経
殿
内
で
僧
た
ち
に
よ

っ
て
お
ご
そ
か

に
挙
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中

で
、
少
年

僧
が
殿
前
に
出

て
、
左
手
に
安
置
さ
れ
て

い
る
面
然
大
士
に
線
香
、
そ
し
て
香
水
を

捧
げ
る
儀
が
あ
り
、
印
象
的
だ

っ
た
。

面
然
大
士
に
は
、

二
〇
〇
七
年
九
月
の

西
安
の
調
査
、
二
〇
〇
八
年
九
月
の
天
台

山

の
調
査

で
も
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
天
台
山
の
高
明
寺
に
て
、
水
陸
会

の
儀
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た

の
も
強
く

脳
裏
に
焼
き

つ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
触
れ
る
こ
と
に

し
た
い
。

面
然
大
士
は
、
日
本
で
は
、

二
〇
〇
九

～

二
〇

一
〇
年
開
催

の

「
道
教
の
美
術
」

展

(
三
井
記
念
美
術
館
、
大
阪
市
立
美
術

館
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
)
に
、
千
葉
県

観
音
教
寺
蔵
の
も
の

(明
時
代
、
画
像
)
、

京
都
府
六
道
珍
皇
寺
蔵
の
も
の

(明
時
代
、

画
像
)
、
京
都
府
獅
子
林
寺
蔵
の
も
の

(江

戸
時
代
、
画
像
)
が
出
展
さ
れ
、
話
題
に

な

っ
た
。
面
然
大
士
は
経
典
に
も
見
え
、

『仏
説
救
拔

焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』
『
仏
説

救
拔

面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪
経
』
(
い
ず
れ

も
大
正
新
修
大
蔵
経

二

一
巻
)
に
記
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
歴
史
と
特
質
は
い

ま
だ
十
分

に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

ず
、
今
後

の
研
究
課
題

に
な

っ
て
い
る
。

今
後
、
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
民
俗
信
仰

と

の
融
合
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
東
部
に
お

け
る
仏
教
と
民
俗
信
仰
と
の
融
合
と
い
う

す
い
り
く

え

せ

が

き

え

観
点
か
ら
、
水
陸
会
、
施
餓
鬼
会
の
成
立

と
展
開
と
い
う
問
題
を
含
め
て
、
研
究
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

殊像寺 面然大士


